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福山藩士、弘道館読書掛 

 

経 歴 

生：文化１３年（１８１６年） 

没：安政元年（１８５４年）８月２４日、享年３９歳、昌清寺（東京都文京区本郷１丁目）に葬る、また一心寺

（福山市寺町）にも墓があるという 

天保３年（１８３２年） １７歳 供番、弘道館句読師、近習密書 

天保７年（１８３６年） ２１歳 藩校弘道館読書掛 

－ － 郡奉行兼寺社方（密書役、大目付） 

安政元年１８５４年）３月 ３９歳 福山藩元締、出府 

安政元年１８５４年）４月 ３９歳 書をもって正弘公に攘夷を請う 

安政元年（１８５４年）８月２４日 ３９歳 諌死 

明治２４年（１８９１年） － 靖国神社へ合祀される 

大正８年（１９１９年）１１月 － 正五位を追贈される 
 

 

生い立ちと学業、業績 

諱は次功（つぐあつ）、通称は八十郎。山岡機外の長男。 

八十郎は幼い時から文武諸芸を兼修し、詠詩及び槍術に長じた。１７歳で供番に出仕し、天

保７年（１８３６年）藩校弘道館の読書掛、近習密書を兼ね、ついで大目付、郡奉行ならびに寺

社奉行を歴任し、その功を認められた。安政元年（１８５４年）元締に転じ江戸詰を命じられ、３

月家族を伴って着任した。あたかも日米和親条約締結のときで、老中首座にいた主君阿部正

弘が、前年ペリー来航以来模索し続けて来た難問に、和親条約締結の結着をつけた時であ

った。 

 

今日、阿部正弘が日本近代化のために最初の外交路線を引いた名宰相として評価されるの

は、水戸斉昭（徳川斉昭）を政堂に引き出し、島津斉彬に聴き、朝廷・諸大名に問い、出自に

こだわらず少壮有為の徒を挙用するなど、正弘自身の備える叡知と包容力によって苦心の末

生み出した創造的路線であったからである。しかし当時の福山藩は、正弘の施策をまっとうに

理解し積極的に支持する体制には達していなかった。阿部正邦以来４人もの老中を出し、徳



川幕府の柱石をもって任じた福山藩の大勢は、攘夷佐幕。正弘の養育に当たった門田朴

斎、現に君側にあって事務をたすけた関藤藤陰、正弘の学制・軍制に参与した江木鰐水な

ど、頼山陽門下の英才として挙用した儒官も、この期にはなお観念的攘夷尊王を脱しえなか

った。 

 

八十郎が着任した時の江戸は大騒ぎで、和親条約を屈辱的条約とし、これを破棄すべしとす

る意見が支配的で、正弘に対する非難はすさまじかった。八十郎はこの状況に接して慷慨、

正弘に直言しようとしたがはばまれ、ついに上書を残し屠腹して果てた。その内容を点描する

と 

「仄に聞く、官家墨夷と和親せられ、彼の禽獣醜虜の献ずる汚穢の物を廷上に列し之を采納

せられ、彼に方物を献呈し、官家亦之に酬ゆと。実に万世の醜辱なり。願くは断然決策し、一

粒米一片肉をも遺されず、若し兵端を啓かば、凡そ皇国の臣たるものは其身のあらん限り奮

戦し云々」 

  

 辞世  雲海無辺寇  東邦不盡憂  君慙臣可死 

 
 弟在母堪由 

 

歳多恩骨 
 

 孤忠一剣秋 

 
 憤魂杯猶未  期抜賊夷頭 

 
 

まことに忠節の情切々としたものがある。 

 

弟宛ての遺書で 

「足下御心中も兼而萬・承知仕居候共 御養家御相続之事にも有之旁末永上之御憂苦を御

引受幾久敷御奉公御座候様相祈申候」 

などとある。弟とは本家次直を継ぎ君側にあって正弘を助けた執政山岡秋崖のことである。 

 

正弘の後、安政の大獄があり、以後大動乱期を迎えるが、不思議にも薩長を中心とする主動

勢力と連係を持ち、主家を賊軍の汚名から護り、箱館出兵などを通じて勤王藩として明治政

府に繋ぐのは関藤藤陰などの藩儒の他、山岡八十郎の血族・姻族を中核とする同志の働き

によるものが大きかった。 

山岡八十郎の弟岡田次道の長男山岡謙介は権参事、次男の岡田吉顕は、廃藩置県に際

し、知事阿部正桓のもとで大参事となった。 

八十郎の子山岡運八、姉の子供大森操兵衛も所を得ている。 
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０００４８ 山岡次功 書 七言絶句「寒風解纜」 － 天保年間初期（１８３０年ごろ） 
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